
 

 

 

 

 

コロナ禍で… 
 彼は椎葉生まれの22歳。父親の仕事の関係で１歳半の時に

椎葉を離れ、高校卒業まで宮崎市内で暮らしました。関西の大

学に進学してからは、自分は何をしたいのかを探すために時折

海外に出かけては見聞を広めてきました。まだ足りないと考え

たのでしょう。昨年、卒業を1年引き延ばし、世界一周旅行に

挑むことにしました。しかし、

ご存じのとおり、コロナのため

に、海外旅行の計画はいっぺん

に吹き飛び、就職活動もままな

らなくなりました。人生で初め

ての挫折を味わい、途方に暮れ

る日々を送りました。 

人生は、偶然の積み重ね 
そもそも、彼がなぜ海外に視野を広げようとしているのかに

ついては理由（きっかけ）があります。 

彼は、５歳の頃から姉にくっついてラボ・パーティという、

物語劇などを通して英語を学ぶ教室に通っていました。その活

動の中で、外国人のホームステイを受け入れたり、自分も海外

ホームステイを体験したりしました。 

中学3年の秋のことです。部活を引退し、何か物足りなさを

感じていた彼は、「高円宮杯中学生英語弁論大会出場者校内選考

会」のチラシを目にします。そこで、一人では心細いので、「一

緒に出てくれるなら応募する」という約束を友人に取り付けま

した。その友人は自分よりはるかに英語スピーチ力が上だった

ので当然乗ってくるだろうと目論んでいたのです。ところが、

その友人は「やっぱり無理、人前に出るのはイヤ！」と言って

応募用紙を提出していませんでした。 

そんな適当な応募動機の彼ですが、校内、市内、県内の選考

会をあれよあれよと突破して、東京で行われる全国大会の切符

（宮崎県の2位）を手に入れます。そして、流暢になんか話せ

ないのに、予選を通過し、20名程度に絞られた決勝大会で何と

全国3位の称号を与えられました。おそらく、田舎の素朴な中

学生がユニークなスピーチ

をしたことが認められたの

でしょう。当然1位、2位

はもちろん、周囲の出場者

はほとんどが英語を生活語

としていたり、帰国子女や

ハーフだったりする生徒ば

かりでした。 

環境は人を創る 
決勝大会に出場した生徒、指導者及び家族は、帝国ホテル鳳

凰の間で開かれる晩餐会に招待されます。高円宮妃ほか各国の

大使が集い、総勢2，000人を越えるパーティーです。本選3

位までに選ばれた生徒3名はその場で改めてスピーチを行うこ

とになっています。そう、偶然の積み重ねでここまで来た彼は、

こんなところでスピーチをすることになったのです。   

この大会で、彼は計り知れない可能性の存在を認識します。

そして、副賞で得たイギリス留学や奨励金で、さらに可能性が

広がることを体感します。全国3位という称号を傘にすること

などは、もはや彼にとって小さい人間のすることという考えが

あり、知らない人には今まで一切話したことはありません。大

学受験の願書、就活のエントリーシートでも全く持ち出すこと

はありませんでした。 

自分で選んだ大学に進学してからは、自分のやりたいことを

徹底的に追究し、その中で関わる人、ものから多くの事を学ん

でいます。彼曰く「意識高い系」の人、ものと触れることで自

分をどこまでも成長させること

ができる、視野をひろげること

ができる、そうです。あの弁論大

会に出るまでは、ふつうの中学

生―引退した野球部では万年補

欠、親に特別反抗をしたことが

ない、将来何をしたいのかまだ

漠然としているーだったのですが。 

椎葉から世界に 

子ども達をどのように育てて行くか。学校経営の責任者とし

て考えさせられます。「第2期まち・ひと・しごと創生椎葉村総

合戦略」や「椎葉村教育基本方針及び教育施策」などに参考と

なる理念を求め、目を通します。 

人口減少予測を踏まえて椎葉村が取り組むべき地方創生は何

か、長期的に人づくりを担う学校・社会教育で取り組むべきこ

とは何か、模索の日々が続きます。 

 挫折を味わった彼の話に戻ります。 

「単純に、金儲けがしたい。」昨年、彼はそう言いました。 

おそらく、（頭の固い親にあれこれ話したって、どうせ理解は

できないだろう）と踏んでの発言だと思います。金儲けが目的

ではなく、過程の諸々（可能性）にやりがいを見出したいので

しょうが、早い話の方が面倒臭くないといった心境でしょうか。 

コロナ禍の中、親には全く理解の及ばない勉強や努力をして、

彼は商社マンの道を選び、先日、第1希望の企業から見事内定

をもらいました。そういえば、漠然と進路を描いていた時代、

彼は「日本と諸外国の橋渡しとなる仕事をしたい」と言ってい

ました。当時は本当に漠然としていただろうと思うのですが、

秘めたもの、長年温め続けるものをもつ性格は親に似ているも

んな…とも思います。 

親は、遊びすぎて大学を2年も留年しました。我が子から「教

師にだけは絶対ならない」と言われました。彼…息子が現在の

道を進んでいるのは、間違いなく親以外の人のおかげです。偶

然が積み重なっただけです。ですから、希望の職が決まったか

らと言って、今の道がベストとは

限らないし、これからどんな進展

があるのか誰も分かりません。 

私の高齢の父は「我が子が親の

すぐ近くに戻ってきてくれたか

ら子育ては成功」と自負していま

すが、私は失敗なのでしょうか。 
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みんなわになれ 
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【聖火トーチを手ににっこり】 

【職員のＩＣＴ活用研修の様子】 

【水泳学習が始まりました】 

【授業参観：5年教室】 


